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 早いもので、令和７年度も終わりを迎えました。保護者の皆様には、本校の教育活動に、

多大なるご理解とご協力を賜り大変ありがとうございました。最終号は、保護者の皆様に

もご協力いただいた学校評価をＡＩで分析したものを報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江中 
江津中学校  学校だより 

今年度もお世話になりました。

Well・Being をめざして 
校 長  大地本央仁  

スライド 1：この報告は、本校が掲げる「学校教育目標」の達成状況を、生徒と教職員のアンケー

ト結果から振り返るものです。教職員の自己評価では、2 学期に「目標の具現化」において「よい」

とする回答が 1 学期の 5 件から 12 件へと大幅に増加しました。これは、学校全体で目指すべき姿を

全職員で共有し、教育活動が着実に実を結んでいる証しです。  

スライド 2：生徒たちの学び

の土台となる「学校満足度」

は 非 常 に 高 い 水 準 に あ り ま

す。アンケートで「学校での

生 活 は 楽 し い 」 と 答 え た 生

徒（「思う」「やや思う」の合

計）は、1 年生で 53 名/56 名

（約 95%）、2 年生で 56 名

/58 名（約 97%）、3 年生で

56 名/57 名（約 98%） に達

し て い ま す 。 生 徒 た ち が 安

心 し て 登 校 し 、 生 活 を 送 れ

ていることが分かります。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド 3：「先生は自分

の 良 い と こ ろ を 認 め て く

れる」「困った時に相談に

の っ て く れ る 」 と 感 じ て

い る 生 徒 が 全 学 年 で 多 く

なっています。例えば 3 年

生では、57 名中 56 名の

生 徒 が 「 自 分 の 良 い と こ

ろ を 認 め て く れ て い る 」

と 回 答 し て お り 、 先 生 に

対 す る 確 か な 信 頼 が 、 学

校 生 活 の 安 心 感 に つ な が

っています。  

 

スライド 4：「分かりやすい授業」の実現に向け、タブレット端末などの活用が進んでいます。3 年生

のアンケートでは、2 学期に「先生は ICT を活用している」と回答した生徒は 57 名全員（100%）に

達しました。教員の 8 割以上も意欲的に取り組んでおり、視覚的に分かりやすく、興味を引き出す授

業づくりが浸透しています。  

 

スライド 5：自分の考え

を深めるため、友達との

対話を重視しています。

3 年生の 2 学期には「授

業で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めた

り広げたりしようとして

いる」と強く実感する生

徒（「思う」）が 35 名に増

えました。「主体的で対話

的な学び」が、全教科を

通じて着実に育まれてい

ます。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド 8：授業への高い意

欲 を 確 か な 学 力 に つ な げ る

ため、家庭学習の習慣化が重

要です。2 年生では「毎日家

庭学習に取り組んでいる」と

答えた生徒（「思う」）は、2

学期には 7 名に留まってい

ます。**「短時間でも決まっ

た時間に机に向かう」**とい

った、無理のない範囲での習

慣 づ く り と 環 境 の 整 備 に つ

いて、引き続き温かいサポー

トをお願いいたします。  

 

スライド 6：学習を支える基

本姿勢として「着席・挨拶・

返 事 」 の 徹 底 を 図 っ て い ま

す。教職員の評価では、この

学習規律の定着が 1 学期の 7

件から 2 学期には 9 件の「よ

い」へと向上しました。生徒

たちも、1 年生の 9 割以上が

こ れ ら を 意 識 し て 授 業 に 臨

んでおり、学びを大切にする

雰 囲 気 が 教 室 に 根 付 い て い

ます。  

 

スライド 7：今後の重点課題の一つが「自己肯定感」です。他の項目に比べ「自分にはよいところが

ある」と自信を持って答えられる生徒は、全学年でまだ伸びしろがあります。生徒が自分の可能性を

信じられるよう、学校では「小さな頑張りを見逃さず認める指導」を強化します。ご家庭でもぜひ、

お子様の良い点を話題にしていただければ幸いです。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改めまして、本年度も大変お世話になりました。来年度も学校教育目標の達成をめざ
し、教職員一同尽力してまいります。保護者も皆様におかれましては、本年度同様、ご理
解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

スライド 9：家庭でのスマートフォンや SNS、ゲームとの付き合い方についても振り返りました。2 年

生では、家でのルールが「あまり守れていない」「全く守れていない」と感じている生徒が、合計で 25

名存在します。心身の健康と生活リズムを守るため 、適切な利用ルールについて、ぜひ改めてお子様

と話し合ってみてください。  

 

スライド 10：今年度の歩みを通じて、本校の生徒たちは良好な人間関係の中で意欲的に学んでいます。

この「学校での充実感」を、家庭での安定した生活習慣へと繋げていくこと。これからも学校と家庭が

手を取り合い、一人ひとりの健やかな成長を支えてまいりましょう。  

 


